
☆ 一年間 ありがとうございました ☆  

サポータークラブ代表   増子 良子 

平成２８年に結成されて以来３年目になったサポータークラブですが、今年度は、来館者 100万人記念

イベントも含め、こどもフェスティバルやクリスマスイベントに対して、サポーターの皆様に快く協力し

ていただき終了できたこと、皆様のお蔭と感謝しております。 

４部会でもそれぞれ精力的に取り組み、創意工夫のある活動ができたことが大変よかったです。さらに

サポーター同士の交流を深めたいという願いから、アドバイザーの池田先生をお迎えして実施した意見交

換会「サポーターのこれからを語ろう」を開催できたことは、有意義だったと思います。 

 今後は、主体的・自主的に、まずサポーター自身が楽しみながらできる活動を目指し、行政としっかり

した連携を図っていけるようにしたいと考えます。サポーターの皆様の更なるご協力をよろしくお願いい

たします。 
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【各部会・年間活動反省】 

＜図書館部会＞ 

今年も多くの活動報告ができます。 ビブリオバトル（2 回）、夜のお話会、長岡市立中央図書館見学、そ

して読み聞かせスキルアップ研修として学びの場を設けました。もちろん定例活動も熱心に行われ、充実し

た活動でした。                                    ＜鈴木＞ 

クリスマスイベント終了後のお茶会は良かったです。各部会員との交流が望まれているので、総会の後 

の親睦パーテイーなどはどうでしょう。 

イベント参加者（大人も子どもも）の顔ぶれが固定化してきているので、新しい人達の参加者を呼びか

け広めていけたらと思います。                            ＜神田＞ 

＜総合活動部会＞ 

  イクネスしばたの館内外の美化とシネマの手伝いなどを主な活動としてやっています。来館 100 万人記

念イベントやミニクリスマス・シネマなどサポーターとして各自できるところで活躍しました。縁の下の

力持ち的総合サポーターの力はこれからも必要だと感じます。一人一人負担感を感じることなく、できる

ところでできることを、横のつながりを深めながら充実した活動を目指したいと思います。  ＜阿部＞                            

＜キッチンスタジオ部会＞ 

少人数でもキッチンのサポート活動に支障ないように気を付けて活動しました。 

人数がもう少し増えるとありがたいです。来年はより充実した独自の活動ができるよう努力していきたいと

思います。                                       ＜小林＞                 

＜こどもセンター部会＞ 

サポーター会員が大勢増え、活動の幅が広がった一年でした。定期的にコンサート、病気についての情報

提供や相談会、マジックショー、おもちゃ病院、栄養指導などを行いました。 

こどもセンターに来る親子が、少しでもリラックスして楽しめるお手伝いができていたら嬉しいです。 

                                           ＜片山＞                           

※ 平成 30 年度のサポーター通信は最終号となります。ご協力いただいた皆様ありがとうございました。 


